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「平成 2８年度第５回 豊橋市地域公共交通活性化推進協議会」議事録 

 

 

○日 時 平成 29年３月２８日（火）午後１時 30分から 

 

○場 所 豊橋市役所 講堂 

 

○出席者 別紙「出席者名簿」参照 

 

○傍聴人 0名 

 

○事務局 ６名 

      

 

 

〔会議資料〕 

◆次第 

◆出席者名簿 

【資料 1】平成２９年度事業計画（案）および収入支出予算（案）について 

【資料２】「地域生活」バス・タクシー運行事業（東部地区、北部地区、前芝地区、 

川北地区）における予備車の配備について 

【資料３】「公共交通運行情報システム」の併用開始について 
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議  事 

1．開会 

・本日の議事録署名者として委員２名が会長より指名された。 

・今回の議事の内容あるいは進行の過程の中で、非公開事項に関することがあるかどう

かの確認がされた。（非公開事項に関する事項はなし） 

 

2．協議事項 

（1）平成２９年度事業計画（案）および収入支出予算（案）について 

・事務局より、平成２９年度事業計画（案）および収入支出予算（案）について、【資

料 1】に基づき説明が行われた。 

 

（質疑等） 

（委員） 

・平成２９年度の事業計画（案）について、内容が漠然としている。次回の会議等で、

地域公共交通網形成計画の実施スケジュールを示してほしい。 

 

（事務局） 

・地域公共交通網形成計画の来年度の事業内容については、次回の会議で報告する。 

 

（委員） 

・昨年度と比べて増額となった事業はなにか。 

 

（事務局） 

・事業費の中の高齢者路線バス利用促進事業が増えている。また、公共交通マップ等の

中で一部の広報費が増えている。 

 

議長から協議事項（１）を諮ったところ、全会一致で承認された。 

 

（2）「地域生活」バス・タクシー運行事業における予備車の配備について 

・事務局より、「地域生活」バス・タクシー運行事業における予備車の配備について、

【資料 2】に基づき説明が行われた。 

 

（質疑等） 

（委員） 

・今回すべての地区の予備車が車いす非対応車両となっているが、車いす対応でない理

由はなにか。 
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（事務局） 

・現在運行しているコミュニティバスの中で、車いす対応車両を使用している地区は東

部東山線だけで、その他の路線については、もともと車いす非対応の車両を使用してい

るので、予備車と常用車の違いはない。また、東部東山線についても、過去に車いす非

対応車両で運行していた。車いす非対応車両で運行する時は、障害者団体との協議を行

っており、当該団体からは理解を得ているため、車いす非対応車両でも支障がないと考

えている。 

 

（委員） 

・予備車両の最大値が変わるということで、当支局にも相談をもらっていると聞いてい

るが、道路管理者と協議をしているか。 

 

（事務局） 

・事務局から道路管理者と協議をしており、支障ない旨の回答を内諾で得ている。 

 

（委員） 

・常用車の故障などにより予備車を使用する頻度は把握しているのか。 

 

（事務局） 

・現実には予備車が運行することはないと考えているが、不測の事態に備えて導入する。 

 

議長から協議事項（2）を諮ったところ、全会一致で承認された。 

 

3.報告事項 

（１）「公共交通運行情報システム」の併用開始について 

・事務局より、「公共交通運行情報システム」の併用開始について、資料に基づき説明

が行われた。 

 

（質疑等） 

（委員） 

・コミュニティバスを利用する人は高齢者が多いが、スマートフォンを扱えるのか。 

 

（事務局） 

・高齢者の方がスマートフォンを扱って運行情報システムを利用することは少ないと思

うが、最近はスマートフォンを持っている高齢者が増えてきているので、扱える方だけ

でも利用してほしい。また、バス停にＱＲコードを貼り付けるなどＰＲを進めていく。 
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（委員） 

・「てみりん」の利用方法の指導をしてはどうか。 

 

（事務局） 

・地域運営団体の方に協力してもらいＰＲ活動をしてもらう。 

 

（委員） 

・データ情報としては、地図と文字両方表示されるのか。 

 

（事務局） 

・「のってみりん」については、地図上にバスが表示されて走っている場所が確認でき

るのと運行ルートを見ることができる。今年については、運行情報が入ってないので閲

覧できるように今後調整していく。 

 

（委員） 

・市電とコミュニティバスが表示されるとなっているが、通常の乗合バスに拡大する予

定はあるか。 

 

（事務局） 

・豊鉄バスとは協議をしており、豊鉄バスとしては独自で導入を検討しているシステム

と今回の運行情報システムをセットで導入することを考えている旨の回答を得ている。 

 

（委員） 

・独自の運行情報システムの研究中であるので、システムが完成した暁には、その運行

データと「のってみりん」との互換性があれば提供したいと考えている。 

 

4.その他 

（委員） 

・前回協議した公共交通条例について、進捗状況を教えてほしい。 

 

（事務局） 

・３月に実施した予算特別委員会で審議した。３月２９日には議決される予定である。 

次回の豊橋市地域公共交通活性化推進協議会で公共交通条例の内容について説明する。 
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5.閉会 

・今年度で退任する会長から挨拶があった。 

・事務局長から閉会の挨拶があり、会議は終了した。 

以上、議事の正確を証するため署名押印する。 

 

豊橋市地域公共交通活性化推進協議会委員                          ㊞ 

 

豊橋市地域公共交通活性化推進協議会委員                            ㊞ 


